
光
秀
に
は
、「
御
妻
木
殿
」
と
呼
ば
れ
た
妹
が

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
武
家
で

は
、
女
性
を
実
名
で
呼
ぶ
こ
と
を
憚は

ば
か

り
、
実
家
の

姓
で
呼
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
御
妻
木
殿
は

妻
木
氏
の
出
身
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
光
秀
の
妻

の
妹
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
の
御
妻
木
殿
と
は

ど
の
よ
う
な
女
性
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

御
妻
木
殿
は
、
天
正
５
～
９
（
１
５
７
７
～
８

１
）
年
に
か
け
て
、
吉よ

し

田だ

兼か
ね

見み

の
「
兼か

ね

見み

卿き
ょ
う

記き

」、

山や
ま

科し
な

言と
き

経つ
ね

の
「
言と

き

経つ
ね

卿き
ょ
う

記き

」、
興
福
寺
塔た

っ
ち
ゅ
う頭

多た

聞も
ん

院い
ん

の
「
多
聞
院
日
記
」
な
ど
に
記
録
が
残
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
興
福
寺
と
東
大
寺
の
裁
判
記
録
で

あ
る
「
戒か

い

和わ

上じ
ょ
う

昔せ
き

今こ
ん

禄ろ
く

」
に
は
、
御
妻
木
殿
が
両

寺
の
紛
争
解
決
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
興
福
寺
か
ら
の
訴
え
を
御

妻
木
殿
が
信
長
へ
と
取
り
次
ぎ
、
信
長
は
御
妻
木

殿
を
通
じ
て
光
秀
へ
と
裁
決
方
針
を
伝
え
て
い
ま

す
。
判
決
ま
で
に
は
紆
余
曲
折
も
あ
り
ま
し
た
が
、

興
福
寺
側
は
御
妻
木
殿
と
連
絡
を
取
り
合
い
な
が

ら
、
最
終
的
に
勝
訴
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

こ
の
訴
訟
記
録
か
ら
、
御
妻
木
殿
は
信
長
の
そ

ば
近
く
に
仕
え
、
安
土
・
坂
本
・
京
を
行
き
来
し

な
が
ら
、
光
秀
と
信
長
を
密
接
に
つ
な
げ
る
パ
イ

プ
役
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
位
の

高
い
公
家
で
あ
る
兼
見
や
言
経
ら
も
御
妻
木
殿
に

は
相
当
の
敬
意
を
払
っ
て
接
し
て
い
る
た
め
、
信

長
の
女
房
衆
の
中
で
も
重
要
な
地
位
に
い
た
女
性

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
織
田
家
中

で
は
新
参
だ
っ
た
光
秀
の
急
速
な
出
世
の
背
景
に

は
、
信
長
の
意
向
を
詳
細
に
知
る
こ
と
を
可
能
と

し
た
御
妻
木
殿
の
存
在
が
あ
っ
た
の
で
す
。

光
秀
の
活
躍
を
陰
か
ら
支
え
て
い
た
御
妻
木
殿

は
、
天
正
９
（
１
５
８
１
）
年
８
月
に
亡
く
な
り

ま
し
た
。
多
聞
院
日
記
８
月
21
日
の
項
に
は
、
信

長
お
気
に
入
り
の
御
妻
木
殿
が
亡
く
な
り
、
光
秀

が
著
し
く
落
胆
し
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

御
妻
木
殿
を
失
っ
た
光
秀
は
、
そ
の
死
後
１
年
も

経
た
な
い
う
ち
に
、
本
能
寺
の
変
を
起
こ
し
ま
す
。

光
秀
と
信
長
、
双
方
に
と
っ
て
御
妻
木
殿
は
掛
け

替
え
の
な
い
大
切
な
存
在
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

― 

光
秀
の
源
流
を
探
る 

―

　
第
6
回
　
光
秀
と
妻
木
氏
②
　
妹

連
続
コ
ラ
ム

多
聞
院
日
記
（
写
本 

多
聞
院
日
記
略
）

天
正
９（
１
５
８
１
）年
８
月
21
日
部
分
を
抜
粋

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵

同
廿
一
日

今
暁
惟
任
被
帰
了
、
無
殊
儀
、
珍
重
く
、
去
七
日

八
日
ノ
比
歟
、
惟
任
ノ
妹
ノ
御
ツ
マ
キ
死
了
、
信
長

一
段
ノ
キ
ヨ
シ
也
、
向
州
無
比
類
力
落
也

︻
意
訳
︼

同
21
日

早
朝
、
惟
任
（
光
秀
）
殿
が
お
帰
り
に
な
っ
た
。
特

別
の
問
題
も
起
こ
ら
ず
、
め
で
た
い
め
で
た
い
。
去
る

７
日
、
８
日
の
頃
か
、
惟
任
殿
の
妹
の
御
妻
木
殿
が
亡

く
な
ら
れ
た
。
こ
の
方
は
、
信
長
様
が
一
際
お
気
に
入

り
だ
っ
た
方
の
た
め
、
向
州
（
光
秀
）
殿
は
例
え
よ
う

も
な
い
ほ
ど
落
胆
な
さ
っ
て
い
た
。
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